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大学における統計関連科目に対する意識調査と考察 
― 担当科目における実験的試み ― 
 













学的リテラシーの平均正答率が 2003 年から 2006 年にかけて低下したが，2012 年 12 月に発表された第 5 回


















































































性について，表 1 は男女別，表 2 は文理別の集計結果で
ある．クラス 1 とクラス 2 は女性の割合が非常に低く，
クラス3とクラス4の男女の割合はほぼ同じであった（調
査全体では男性 72％，女性 27％，未回答 1％)．クラス 1
～4 で文理の割合はすべてのクラスで文系が過半数で
あった（調査全体では文系 56％，理系 42％，未回答 2％)．
クラス間で人数の差が大きかった． 
 














































































図 2 不得意科目 
 

























































































図 5 「統計」に対するイメージ（クラス 2） 












































図 7 「統計」に対するイメージ（クラス 4） 









60％を占めた．クラス 2 もクラス 1 と同様に，5 段階の
うちの 4 と 5（そう思う）を選択する割合が高かった項
目は以下のとおりである．「将来役に立つ」が 75％，「有
用だ」が約 66％，「面白そうだ」，「将来必要だ」，「学
びたい」が約 62.5％であった．クラス 3 は「難しそうだ」 
の項目で 5 段階のうち 1 と 2（難しい）を選択する割合
が約 85％を占めており，他のクラスに比べて，割合が最
も高かった．「身近に感じる」を 1 と 2（そう思わない）
と評価する割合が 60％近くを占めており，他のクラスよ
り割合が高い傾向であった．クラス 4 ではクラス 3 と同 
様に「難しそうだ」を 1 と 2（難しい）と評価する割合
が約 75％を占めた．他のクラスと同様に「将来役に立つ」
の項目で 4 と 5（そう思う）と評価する割合が約 73%で，
クラス 2 に次いで割合が高かった． 
 各クラスで数学の基礎能力がどの程度あるかを調べた．
数学的基礎能力テストの結果は図 8，表 3 のとおりであ
る．表 3 より，クラス間の平均値と中央値から，クラス
1・2 とクラス 3・4 の差があった．クラス 1～4 で差があ
るかどうかを調べるために，1元配置分散分析を行った．



























図 8 基礎能力テストの結果 
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図 9 中間テスト共通問題の結果 
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中間テストの結果は図 9，表 6 のとおりである．クラス
間の平均値と中央値から，クラス 2 とクラス 1・3・4 で
差があった．クラス 1～4 で差があるかどうかを調べるた









































の項目で 1 と 2（難しい）と評価する割合が高く，特に
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しながら，クラス 1～4全体で「将来役に立つ」，「将来
必要だ」の項目で 4 と 5(そう思う) と評価する割合が高
く，受講理由と同様の傾向がみられた．クラス 3 におい







数学的基礎能力テストでは，クラス 1 とクラス 2，クラ
ス 3 とクラス 4以外で得点差があるという結果が得られ
た．得意科目の結果から，クラス 1 とクラス 2 は数学を
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Abstract 
 In this paper, we consider how people of teaching statistics in the university should give attentions such that the 
university students attain a purpose of learning statistics, and investigate how beginners of learning statistics have 
attitudes before a beginning of the lecture for each class. For these investigations, we carry out the questionnaire survey, 
and check the reason that university students attend statistics lecture. Moreover, we compare basic numeracy skills and 
the comprehension of statistics in each class. 
 
